
Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

『宗教研究』86巻 4 輯 （2013年）第 1 部会

帰
ら

れ

た

こ

と
に
疑
問
も
出
さ

れ

て

い

た
。

し
か
し

二

〇

〇

九

年
に
ト

ル

コ

南

東
部
の

テ

ル
・

タ

イ

ナ
ト
（
古
代
名
は

ク
ラ

ニ

ア
、

ク

ナ
リ

ア

な

ど）

の

神
殿
至
聖
所
で

、

そ

の

地
の

施
政
者
に

発
行
さ
れ

た

誓
約
文
書
が

発

見

さ

れ

た

（

旨

い
鋤

巳
ロ

ゆq
Φ

碁

智
ミ

§
ミ

駄
O
ミ

ミ

さ
丶

ミ

 

ミ
ミ
毳
 

タ

bOO

一

ト。）

こ

と

に

よ

っ

て、

ユ

ダ
王
マ

ナ
セ

も

含
め
て

そ
れ

ぞ
れ
が

指
示

通

り
に

自
ら
の

神
殿
に

祀
っ

た
蓋
然

性
が

高
ま
っ

た
と
い

え
る

。

発
表
者

は、

ア

ッ

シ

リ
ア

宗
教
は
実
質
的
に

は
独

特
の
一

神
教
で

あ
っ

た
と

考
え

る
が

、

最
大
版

図
の

実
現
に

伴
う

新
た
な

政

治
的
・

宗
教
的

方
策
と

し

て、

ロ

ー

カ

ル

な

神
ア

ッ

シ

ュ

ル

の

更
な
る

グ
ロ

ー
バ

ル

化
を
進
め、

神

ア
ッ

シ
ュ

ル

の

印
章
が
押
さ
れ
た
法
的
誓
約

文
書
を
そ
れ
ぞ
れ
自

分
た
ち

の

神
の

よ

う
に

崇
拝
さ
せ

た
。

エ

サ
ル

ハ

ド
ン

の

「

宗
教
改
革
」

の
一

環

と

し
て

行
わ

れ
た
こ

の

よ

う
な
こ

と

が、

神
の

契
約
文
書
を

神
聖

視
す
る

宗
教
運
動、

具
体
的
に
は

ユ

ダ
王
ヨ

シ

ヤ
の

中
命
記
改
革
に
何
ら
か
の

影

響
を

与
え
た

こ

と
も
想
定
で

き
る

。

シ
ェ

リ

ン

グ
と

レ

ッ

シ
ン

グ
に

お

け
る

自
然
的
宗
教
に

つ

い

て

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

諸
岡
道
比
古

　

本
論
は

「

ド

イ
ツ

観
念
論
の

父
」

と

さ
れ

る
レ

ッ

シ

ン

グ
と

「

ド

イ

ツ

観
念
論
の

完
成
者
」

と

見
ら
れ
る

シ
ェ

リ

ン

グ
と

に

お

け
る

自
然
的
宗
教

思

想
に

つ

い

て

比
較
検
討
す
る

も
の

で

あ
る
。

　
シ

ェ

リ

ン

グ
に

よ

れ

ば
、

従
来
「

啓
示
に

基
づ

く
宗
教
に
自
然
的
宗
教

が

対
比

さ
れ
」 、

宗

教
一

般
は

い

わ

ゆ
る

自

然
的
宗
教
で

あ
る

合
理
的
な

理
性
宗
教
と

啓
示
に

基
づ

く
宗
教
と
に

分
類
さ
れ
、

し

か

も
啓
示
に

基
づ

く
宗
教
も
合
理

化
さ
れ
理

性
宗
教
化
す
べ

き
と

さ
れ

て

い

た
。

こ

の

考
え

に
異
を
唱
え
た
人
物
が
レ

ッ

シ
ン

グ
で

あ
る

。

レ

ッ

シ

ン

グ
の

宗
教

観
は

『

賢
者
ナ

ー

タ

ン
」

や

『

入

類
の

教
育
』

や

『

啓
示
に
基
づ

く
宗
教
の

成

立
』

等
に

お
い

て

示
さ

れ
て

い

る
。

そ
れ
ら
に

よ
れ

ば
、

「

人
間
に

は

自

然
的
宗
教
に

関
わ
る

能
力
が

あ
る
」

が
、

そ

の

能

力
は
人
に

よ
っ

て

異
な

り、

自

然
的
宗

教
は

あ
ら
ゆ

る

人
間
の

も
と
で

等
し
い

作
用
を

与
え

る
こ

と
が

で

き
な
か
っ

た
。

そ
の

た
め
、

歴

史
の

必
然
に

よ

り、

啓
示
に

基
づ

く
ユ

ダ
ヤ

教
や
キ
リ

ス

ト

教
な
ど

の

積
極
的

宗
教
が
自

然
的
宗

教
か

ら
作

り
出
さ
れ

た
。

そ
れ
は

、

啓
示
に

よ

り

「

よ

り
早
く
よ

り
容

易
に
」

理
性

真
理
に

達
す
る

こ

と
が

で

き
る
た

め
に

で

あ
る
。

レ

ッ

シ

ン

グ
に

よ

れ

ば
、

今
や
『

旧
約
』

『

新

約
』

も
必

要
と

す
る
こ

と

な
く、

理

性
真
理
を

十

分
把
握
す
る

ほ
ど

に

人

間
理

性
は
発

達
し、

自
然
的
宗
教
を

実
現
す
べ

き
時
代
に

な
っ

て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

、

彼
は
人
間
に
は

ま
ず
自
然

的
宗

教
が
あ
る

が、

積
極
的

宗
教
を

介
し
て、

自
然
的
宗
教
を
実
現
す
べ

き
と

述
べ

る
。

　

自
然
的
宗
教
と

積
極
的

宗
教
双
方
に

そ
の

役
割
を

認
め

る
レ

ッ

シ

ン

グ

に
対
し
て
、

シ
ェ

リ
ン

グ
は

積

極
的
宗
教
を
重
視
す
る

点
に

お
い

て

同
じ

で

あ
る

が
、

異
な
っ

た
宗
教
分
類
を
提
示
す
る

。

シ
ェ

リ
ン

グ
は
理

性
も

感
情
も

宗
教
原
理
で

は

な
い

と
し

、

「

人

間
の

な
か
に

あ
る
自
己
の

本
性

に
よ

っ

て

神
を

定
立

す
る

原
理
」

を
宗
教
固
有
の

原
理
と

す
る

。

こ

の

原

理
は

思

惟
や

知
以

前
に

人

間
を

神
と

根
源

的
に

結
び
つ

け
る

も
の

で

あ

り、

人

問
本

性
に
基
づ

き

生
み

出
さ

れ
る

こ

の

宗
教
こ

そ
、

「

自
然
的

−

自
然
に

生
み

出

さ
れ

る
ー
宗
教、

神
話
を
説
明
す
る
」

も
の

で

あ
る

。

神

と
の

根
源
的
関
係
が

「

最
初
の

人
間
」

に

よ

っ

て

破
棄
さ

れ

た
と

き、

こ

の

原
理
は

関
係
修
復
の

た

め

自
然
的
過
程
を

人
間
の

意
識
の

な
か
に

生
じ

さ
せ

る
。

こ

れ
が

神
話
で

あ
り、

自
然
的
宗
教
で

あ
る

。

し

た

が
っ

て、

自
然
的
宗
教
と
い

う
概
念
は

神
話
に

返

還
さ
れ

る

べ

き
で

あ
る

。

こ

の

自
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然
的
宗
教
に

シ

ェ

リ

ン

グ
は

超

自
然

的
宗
教
を

対
比

す
る

。

超
自
然
的
宗

教
と

白

然
的
宗
教
と
は

互

い

を

前
提
し

合
い
、

補

完
し

合
う
も
の

で

あ

る
。

と

い

う
の

は
、

根
源
的
関
係
を
人

問
が

意
志
し

て

破
棄
し
た

こ

と
に

対
し

、

自
然

的
宗
教
が

意
識
の

異
常
な
状
態
を

自
然
的
過
程
に
よ

り
修
復

す
る

と
と
も
に

、

関
係
破
棄
に

つ

い

て

神
が

如
何
に

考
え
て

い

る

か
を

啓

示

す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

つ

ま

り
「

自
然
で

は

な

い

…

…

異
常
な
関
係
と

説
明
さ

れ

る
」

啓
示
に

基
づ

く
宗
教
に

よ

っ

て
、

神
の

意
志
と

人
間
の

意

志
と
を

和
解
さ
せ

る

た

め

で

あ
る

。

　
シ
ェ

リ

ン

グ

は

自
然
的
宀

示

教
（

神
話
の

宗
教）

と

超
自
然
的
宗
教
（
啓

示
に

基
づ

く
宗
教）

と
を

「

非
学
問
的
宗
教
」

に

分
類
す
る
。

そ
れ
に

対

し
、

「

学
問
的

宗
教
」

に
「

白
由
な
哲
学
的
認
識
の

宗
教
」

す
な
わ

ち
「

哲

学
的
宗
教
」

を
所
属
さ
せ

る
。

こ

の

「

哲
学
的
宗
教
は

存
在
し
な
い

。

し

か

し
…

…

先
行
す
る
諸
宗
教
を
把
握
す
る

宗
教
」

で

あ
っ

て
、

自
然
的
宗

教
と

超
自

然
的

宗
教
と

を

媒
介
す

る
も
の

と

し
て

存
在
し

、

そ
れ

ら

の

「

真
の

歴
史
的
関
係
に

お
い

て

初
め

て

描
か

れ

る
」

。

こ

の

意
味
で
、

哲
学

的
宗
教
は

自
然
的
宗
教
と

超

自
然
的
宗
教
と

を
媒
介
す
る

と

と
も
に、

両

宗
教
の

意
味
を

明
ら

か

に

す
る

「

真
の

宗
教
」 、

真
の

神
と

の

根
源
的
関

係
を
回

復
す
る
「

全
人
類
に

共
通
の

宗
教
」

で

あ
り、

シ

ェ

リ
ン

グ
に

と

っ

て

の

「

あ
る
べ

き
宗

教
」

で

あ
る

。

哲
学
的

宗
教
は
い

わ

ゆ

る

自
然
的

宗
教
で

は
な
い

が、

自

然
な

宗
教
原
理
か
ら
自
然
に

生
ま
れ
た
宗
教
を
前

提
に

し、

そ
の

構
成
原
理
を

配
置
し
直
す
超
自

然
的

宗
教
を

媒
介
す
る
こ

と
か

ら
し
て
、

「

人
間
の

生

存
の

根
底
に

宗
教
的

な
も
の

を

肯
定
す
る
」

と
い

う
意
味
で

自

然
的
宀

示

教
と
い

う
こ

と
が

で

き
る

。

こ

の

意
味
で

レ

ッ

シ

ン

グ

と
シ

ェ

リ
ン

グ

に

お

け
る

自
然
的

宗
教
は
一

致
す
る

が
、

積
極
的

宗
教
に

関
す
る

解

釈
に

は

違
い

が

見
ら
れ
る

。

サ

ン

タ

ヤ

ー

ナ

と

自
然
的
宗
教

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

庄
司

　
【

平

　

宗
教
と

い

う
理
念
及
び
メ

タ

ー−

宗
教

現
象
を

表
す
自
然
的
宗
教
の

概
念

は

理
念
的
で

あ
る

点
に

お

い

て

実
定
的

宗
教
か

ら

区
別
さ
れ
る

。

自
然
的

宗
教
の

啓
蒙
的
な
近

代
主
義
に

対

す
る

「

理

神
論
」

「

不
可
知

論
」

と
い

う
反
発
感
情
を

超
え
て
、

概
念

そ
れ

自

体
の

宗
教
性
に

関
す
る

再
帰
的
説

明
へ

の

自
覚
が

芽
生

え、

自
然
的
宗
教
の

類
型
化
及
び

歴
史

化
が
進
行
し

つ

つ

あ
る

。

サ

ン

タ

ヤ

ー

ナ
は

二

十
世

紀
初
頭
に
お
い

て、

宗
教
の

自
然

性
と

実
定
性
の

両
面
を

見
据
え
た

上
で
、

象
徴
と

し
て

の

宗
教
本
質
論
を

展
開
し
た

。

自
ら
の

宗
教
論
自
体
も

象
徴
的
営
為
に

す

ぎ
な
い

、

と

自
己

離
脱
を

繰
り
返
し
な
が
ら、

で

あ
る

。

　

サ
ン

タ

ヤ
ー

ナ

は

自
ら
の

実
在

論
哲
学
に

お
い

て
、

「

動
物

的
信
仰
」

な
る
用
語
を
用
い

て

現
象
学
的
な
自
然
的
態
度
を

解
説
す
る

。

実
在
あ
る

い

は

実
在
性
を

論
理

的
か

つ

プ
ラ

グ
マ

テ

ィ

ッ

ク
に

仮

定
す
る

こ

と

を

「

信
仰
h

巴

9
」

と

呼
ぶ

。

半
ば

本
能
的
11

半
ば

人
為
的
な
こ

の

「

信
仰
」

は
、

自
然
の

秩
序
が

独
立
し
た

も
の

で

あ
る

こ

と、

故
に

所

与
の

事
実
と

し
て

甘

受
し
な
け
れ

ば

な
ら
な
い

こ

と

を
教
え
る

。

ま
た
、

サ
ン

タ

ヤ
ー

ナ
は、

万
物
が
流

転
す
る
「

自
然
の

領
域
」

と
、

詩
や

宗
教、

想
像
力
の

世

界
を

「

空

想
の

領
域
」

と

呼
ん

で

両
者
を
区

別
し

、

人
間

精
神
が
「

生

き
る
べ

き
も

う
ひ
と

つ

の

世
界
」

と

し

て
、

宗

教
を
「

空
想
の

領
域
」

の

中
に

位

置
づ

け
る

。

そ

の

徹

底
的
な

自
然
主
義
に

お
い

て
、

束
の

間
の

「

休
日
」

に
お

け
る

解
放
と

気
晴
ら
し

を

賞
与
す
る
「

空
想
の

領
域
」

は
、

「

自
然
の

領
域
」

を
補
完
す
る

従

属
的

な
も
の

と

見
な
さ
れ
る

。

さ

ら
に
、

「

宗
教
と

詩
は

本
質
に

お

い

て

同
一
」

で

あ
る

と

し
て、

宗
教
の

機
能
を
、

人

間
が

抱
く
理

想
や

期
待
や

憧
れ
を
現
実
世

界
に

溢
れ

る

様
々

な
経
験
的
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